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１．概要（Summary） 

血液や体液中に含まれている生体由来物質の検出は、

疾病診断において重要である。我々は、ナノ構造体を用

いた生体分子の無標識検出法の開発を行ってきた。本課

題では、昨年から継続してナノ構造体の作製条件を最適

化し、マイクロ流路と組み合わせた、生体由来物質の無

標識検出が可能なマイクロ・ナノデバイスを作製した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

超高精細高精度電子ビーム描画装置（ELS-F125）、

レーザー直接描画装置、反応性イオンエッチング装置、 

【実験方法】 

合成石英基板上に電子線レジスト、導電性高分子を塗

布し、電子ビーム描画装置を用いてラインアンドスペー

スパターンを描画した。描画したパターンをマスクとして

反応性イオンエッチング装置を用いてエッチングした。

その後レジストを除去し、ナノ構造体とした。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

石英基板上に、超高精細高精度電子ビーム描画装置

を用いてナノ構造体のパターンを描画した。その後、反応

性イオンエッチング装置を用いてナノ構造体を作製した。

Fig.1 に作製したナノ構造体の AFM 測定画像を示す。 

作製したナノ構造体を用いて DNA の無標式検出を行

なった結果、0.3〜9 nM の濃度範囲で DNA を定量する

ことが可能であった。 
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Fig. 1 AFM image of nanowall structures 


